
委員会意見要望及び当局処理状況（12 月定例会） 

Ｒ２.２.28 

議 案 

番 号 
件  名 

提 案 

年月日 

議 決 

年月日 

審  査 

委員会 
意 見 要 望 担当課 処 理 状 況 

報 告 

第20号 

専 決 

第14号 

 

専決処分したものの

報告について 

損害賠償の額を定め

ることについて 

 

 

元.11.29 

 

 

元.12.25 

 

 

総 務 

委員会 

 

以前にも事故があった場所であ

り、定期的に確認し、危険樹木が

あれば伐採するなど適切な管理を

行うことで、再発防止に取り組ま

れたい。 

 

財政課 事故発生後、当該箇所の危険樹

木については伐採済である。 

この付近は、山と住家が近接し

ているため、確認や作業が困難な

状況であるが、引き続き危険樹木

に注視していく。 

 

報 告 

第20号 

専 決 

第15号 

 

専決処分したものの

報告について 

損害賠償の額を定め

ることについて 

 

 

元.11.29 

 

 

元.12.25 

 

 

総 務 

委員会 

 

公用車が通行した道路は「農業

用車両以外の通行はご遠慮くださ

い」という本市の看板が設置され

た市道で、公用車の通行は控える

べき道路である。 

また、職員の公用車の運転につ

いては、かねてより議会からも安

全運転指導、再発防止の徹底を要

望してきたところである。 

常に危機管理意識を持った上

で、慎重に運転するよう改めて徹

底し、交通事故撲滅に最大限の努

力をされたい。 

情報推進

課 

 

 

 

 

 

総務課 

【情報推進課】 

交通渋滞等を回避するため、当

道路を通行したものであるが、今

後は、時間的にも余裕ある運転を

心掛け、正規の一般道路を通行す

るよう徹底する。 

 

【総務課】 

公用車の事故が無くならない現

状を重く受け止め、各所属におい

て、運転前の免許証携帯確認を徹

底し、都度の安全運転の意識付け

を行うとともに、安全運転標語等

を活用した意識啓発にも積極的に

取り組むよう促した。 

また、事故を起した職員に対し

ては、新たな取り組みとして、自

書による「反省文」を作成し、所属



長のコメントを添えて提出させる

こととし、再発防止に努めている。 

 今後も引き続き、各所属長、安

全運転管理者が中心となり、交通

事故撲滅に向けた取り組みを進め

ていきたい。 

 

報 告 

第20号 

専 決 

第16号 

 

 

専決処分したものの

報告について 

損害賠償の額を定め

ることについて 

 

 

元.11.29 

 

元.12.25 

 

文教民生 

委員会 

公用車の運転については、常々、

議会からも安全運転指導の徹底を

要望してきたところである。 

今般、職員が人身事故を起こし

たことは、誠に遺憾であると言わ

ざるを得ない。 

前方不注意、信号無視が原因に

よる、市の過失割合が 10 割の重大

な交通事故であり、事故について

は、損害を賠償すれば済むという

ものではない。 

運転に対する認識や技能の向上

はもとより、人を傷つけることの

意味についても再認識させるな

ど、安全運転管理者が核となり、

職員教育の徹底を図られたい。 

今後は、全職員が、常に危機管

理意識を持ち、交通事故撲滅に最

善を期されたい。 

 

生涯学習

課 

 

 

総務課 

【生涯学習課】 

 課員に対し、引き続き安全運転

の徹底を図っていく。 

 

【総務課】 

 公用車の事故が無くならない現

状を重く受け止め、各所属におい

て、運転前の免許証携帯確認を徹

底し、都度の安全運転の意識付け

を行うとともに、安全運転標語等

を活用した意識啓発にも積極的に

取り組むよう促した。 

 また、事故を起した職員に対し

ては、新たな取り組みとして、自

書による「反省文」を作成し、所属

長のコメントを添えて提出させる

こととし、再発防止に努めている。 

 今後も引き続き、各所属長、安

全運転管理者が中心となり、交通

事故撲滅に向けた取り組みを進め

ていきたい。 

 



第122～

129号議

案及び 

第131～

142号議

案 

 

 

豊岡市立まちなか交

流館の設置及び管理

に関する条例の一部

を改正する条例制定

について  

他19件 

 

元.11.29 

 

元.12.25 

 

建設経済 

委員会 

 

公共施設使用料等の見直しに当

たっては、各施設管理の効率化を

図り経費削減に努め、使用料等に

反映するとともに、利用者減少を

招かないよう、利用者サービスの

維持向上をめざすこと。 

 

 

環境経済

課 

 

 

 

 

 

 

 

大交流課 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産

課 

 

 

 

 

 

都市整備

課 

 

 

 

 

【環境経済課】 

＜まちなか交流館＞ 

使用料（宿泊室）の改正につい

て指定管理者と協議の場を持ち、

使用料変更に当たっては事前周知

を図るとともに、利用者のさらな

る利便性向上に努力するよう求め

た。 

 

【大交流課】 

＜城崎国際アートセンター＞ 

使用料の改正に当たっては事前

周知を図るとともに、さらなる施

設管理の効率化に努め、利用者サ

ービスの維持向上をめざす予定で

ある。 

 

【農林水産課】 

＜森林公園＞ 

さらなる施設管理の効率化に努

め、利用者サービスの維持向上を

めざすため指定管理者と協議して

いく予定である。 

 

【都市整備課】 

＜市営駐車場＞ 

市営中央駐車場管理の効率化を

図り経費削減に努め、利用者の減

少とならないよう、サービスの維

持向上に努める。 

 



城崎地域

振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹野地域

振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日高地域

振興課 

【城崎地域振興課】 

＜城崎麦わら細工伝承館＞ 

＜城崎温泉交流センター＞ 

＜城崎文芸館＞ 

＜木屋町小路＞ 

指定管理者に対し、施設管理の

効率化等により経費節減に努める

こと、使用料等の改定に当たって

は、丁寧な事前周知を行うととも

に、利用者の理解を得られるよう

サービスの向上に努めることを要

請した。 

 

【竹野地域振興課】 

＜竹野北前館＞ 

＜椒地域ふるさと生きがいセンタ

ー＞ 

＜竹野子ども体験村＞ 

 指定管理者に対し、施設管理の

効率化等により経費節減に努める

こと、使用料等の改定に当たって

は、丁寧な事前周知を行うととも

に、利用者の理解を得られるよう

サービスの向上に努めることを要

請した。 

 また、施設利用料金の改定に当

たっては、十分に事前の協議を行

うことを要請した。 

 

【日高地域振興課】 

＜日高農林漁業体験実習館＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

但東地域

振興課 

 

＜湯の原温泉オートキャンプ場> 

＜神鍋高原観光施設＞ 

＜神鍋温泉ゆとろぎ＞ 

 各指定管理者に対し、施設管理

の効率化により常に経費節減に努

め、一層の利用者サービスの維持

向上を目指すよう要請した。 

 利用料の改定に当たっては、サ

ービスに見合った料金改定である

かも含めて十分に検討を行うよう

要請した。 

 

【但東地域振興課】 

＜農林産物加工研修施設＞ 

＜そば乾燥調製貯蔵施設＞ 

＜但東シルク温泉やまびこ＞ 

＜たんたん温泉福寿の湯＞ 

指定管理者に対し、継続して施

設管理の効率化等により経費節減

に努めること、使用料等の改定に

当たっては、利用者の理解を得ら

れるようサービスの向上に努める

とともに丁寧な事前周知を行うこ

とを要請した。 

さらに限度額に基づく利用料金

改定については、事前の協議を十

分に行うことを合わせて要請し

た。 

 



第151号 

議 案 

 

 

豊岡市立小中学校適

正規模・適正配置審

議会条例制定につい

て 

 

元.11.29 

 

元.12.25 

 

文教民生 

委員会 

 

小中学校の適正規模・適正配置

について、様々な立場の目線で公

平・公正であり、地域の実状、実態

をしっかり組み込んだ、子どもに

とっても、保護者にとっても、地

域にとっても「夢のある」統合・再

編となるよう最善の努力を図られ

たい。 

 

教育総務

課 

2020年２月３日に第１回審議会

会議を開催し、委員の任命、正副

会長選任、諮問を行った。 

審議会による審議では、学校現

場の視察や地域との意見交換など

を踏まえながら、様々な立場から

様々な可能性について議論いただ

き、答申をいただくこととしてい

る。 

審議会から答申を受けた後も、

地域の方々や保護者へ十分に説明

を行い、理解や協力を得ながら、

小中学校の適正規模・適正配置に

ついての計画を策定することとし

ている。 

 

第154号 

議 案 

 

 

令和元年度豊岡市一

般会計補正予算（第

４号） 

 

元.11.29 

 

元.12.25 

 

予算決算 

委員会 

 

新文化会館整備事業について、

総事業費約 56 億円という多額な

予算を投じる事業である。 

公共施設マネジメント推進に鑑

み、整備手法の検討と併せ、将来

世代に大きな負担を残すことのな

いよう財政負担の軽減を図り、将

来にわたるランニングコスト等に

ついて、十分検証を行ったうえで

事業を進められたい。 

また、市民に広く愛され活用さ

れる施設とするために、事業進捗

における節目において、市民に対

しきめ細かな報告、情報公開に努

められたい。 

新文化会

館整備推

進室 

新しい文化会館の整備に当たっ

ては、整備手法の検討に併せて、

ライフサイクルコストに優れた経

済性の高いデザインを踏まえた整

備に努めたい。 

 整備状況についても、市ホーム

ページの活用や市民説明会の開催

など、適宜、進捗状況の報告を行

ってまいりたい。 



第162号 

議 案 

 

 

建物の無償譲渡及び

土地の無償貸付けに

ついて 

 

元.12.12 

 

元.12.25 

 

建設経済 

委員会 

 

新しい事業なので成功を期待す

る。また、事業者及び地元との調

整を図り、適正な運営がなされる

よう今後も注視されたい。 

 

出石地域

振興課 

随時、事業者及び地元との調整

をすすめており、今後も適正な運

営がなされるよう情報交換を図り

適正な運営となるよう調整してい

く。 

 

 


